
１ ＪＥＳＣＯ東京事業所のＰＣＢ処理施設

－１－

・高濃度ＰＣＢ廃棄物処理施設 平成17年11月より処理開始、令和７年度末に処理終了予定

・低濃度ＰＣＢ廃棄物処理施設 平成17年11月より処理開始、平成25年6月にトラブルなく処理を完了

※ 低濃度ＰＣＢ廃棄物処理施設
・処理対象：微量ＰＣＢ汚染油（電力会社の柱上トランス(都内分)の絶縁油）
・処理実績：11,010kℓ（平成17年度から平成25年度まで）

ＪＥＳＣＯ
東京事業所

高濃度ＰＣＢ
廃棄物処理施設

低濃度ＰＣＢ
廃棄物処理施設※

処理を継続中

処理が完了

今後、処理終了後の解体撤去に向けて、
実施計画を作成していく

解体撤去の事前準備（内部の洗浄等）
が終了し、来年度以降に解体撤去工事
予定
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ＪＥＳＣＯ東京事業所のＰＣＢ処理施設の解体撤去について



２ 解体撤去工事

－２－

解体撤去基本方針

解体撤去共通マニュアル

解体撤去工事実施
のための指針

解体撤去工事実施計画

全施設共通（2021年11月策定）

施設ごとに作成

方針・マニュアル等の体系

 工事における万全な安全衛生の確保
 ステークホルダー等の理解と信頼の確保のための情報共有・公開
 関係法令等の遵守
 ＰＣＢの除去分別の優先

 周辺環境の保全の徹底
 作業者の安全衛生の確保における万全な対応
 ＰＣＢを始めとする各種環境負荷物質への適切な対応

（１）基本方針

※当該工事は、東京都、江東区及び地域の皆様への十分な説明、
情報共有・公開を行いながら、環境省等担当官庁からの指導
に従い実施

※定期的に開催されるPCB廃棄物処理事業検討委員会、東京PCB
処理事業部会の助言・指導を受け、環境安全委員会に報告・
相談を行いながら実施



① 解体撤去の流れ

工事範囲は、低濃度ＰＣＢ処理施設の「プラント設備の解体撤去工事」である。建築物の解体撤去は含まない。

低濃度ＰＣＢ処理終了後、プラント内部の洗浄等を実施、ＰＣＢ付着状況調査を行い、ＰＣＢ除去分別まで終了している。

処理終了

クリーンアップ運転・
ＰＣＢ付着状況調査

ＰＣＢの除去分別

プラント設備の
解体撤去

実
施
済

来年度以降の実施を計画（工期は概ね８か月程度）
※今後、環境安全委員会等で地元の意見を聴取して成案する。

（２）低濃度ＰＣＢ廃棄物処理施設（プラント設備）の解体撤去工事

ＰＣＢ汚染油ではない油によるクリーンアップ運転を２回行ない、
油中のＰＣＢ濃度不検出（＜0.2mg／kg）を確認し、配管・タンク等
31か所のＰＣＢ付着状況調査（拭き取り試験）を実施した。

付着状況調査でＰＣＢ付着量が該当性判断基準（0.1µg／100㎠以下）
の超過であった７か所と、0.1µg／100㎠であった１か所及び類似箇所に
ついて、拭き取りによるＰＣＢ除去分別を行ない、拭き取り後は全て
0.1µg／100㎠未満であった。
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② プラント設備の解体撤去工事の概要

 当該工事における主な対象設備は、受入室内の抜油設備、分解室、回収室及び排水処理室内の全設備、屋外の払出設備及び

タンク類である。対象設備の合計重量は約530ｔになる。

 プラント設備は高濃度PCB廃棄物処理施設と物理的に区分したエリアに配置されている。

※ 工事に当たり環境モニタリング計画を策定し、ＰＣＢ及びダイオキシン類の環境モニタリングを実施

※ 撤去した低濃度ＰＣＢ廃棄物処理施設の跡地を、高濃度ＰＣＢ廃棄物処理施設の解体撤去を行うための作業スペースや資材置き場に活用
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高濃度PCBが残存している部位や、低濃度であるが低減が必要な箇所について、
洗浄や拭取り等を行い、プラント設備解体工事着手基準まで除去分別

プラント設備の除去分別効果を確認し、解体工事を実施
除去分別が困難な場合は適切な防護対策を講じたうえで解体

床や壁、天井などに付着したPCBを、拭取りや表面の研削、はつりなどにより
建築物の解体工事着手の基準以下に除去分別

建屋の除去分別効果を確認し、建築物を解体

操業時から実施している整理、整頓、清掃、清潔、習慣を継続して実施するほか、
配管・タンク等の液抜き、洗浄等により高濃度PCBを処分

※今後、解体撤去工事の全体計画、実施指針、実施計画などを策定し、報告してまいります。

（３）高濃度ＰＣＢ廃棄物処理施設を含むＪＥＳＣＯ東京事業所の解体撤去の流れ
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